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(57)【要約】
　喫煙物品が、タバコ・ロッド（２０）と、少なくとも
１つの通気穴（５２）を含むフィルタ（４０）とを含む
シガレット（１０）と、香味料を含む少なくとも１つの
カプセル（６０）とを含み、カプセル（６０）、（６２
）はシガレット（１０）の外面上に配置され、カプセル
（６０）、（６２）の破壊時に香味料が放出される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タバコ・ロッドと、通気穴を含むフィルタとを含むシガレットと、
　前記シガレットの外面上に配置された、香味料を含む少なくとも１つのカプセルと、
を含み、
　前記香味料は、前記カプセルの破壊時に放出され、前記カプセルは、前記放出された香
味料が前記通気穴を通して前記シガレット内に引き込み可能になるように配置されること
を特徴とする喫煙物品。
【請求項２】
　前記シガレットの前記外面の周りに配置された複数のカプセルを収容するフィルムをさ
らに含むことを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　前記カプセルは、前記シガレットがシガレット・パッケージから取り出されたときに破
壊されることを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項４】
　前記カプセルは、前記シガレットの口側端上に配置されたチップ材料内の複数の通気穴
に隣接していることを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　前記香味料は、前記複数の通気穴と前記シガレットの前記口側端との間に配置されるこ
とを特徴とする、請求項４に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　少なくとも２つのカプセルを含み、前記少なくとも２つのカプセルは同じ香味料を含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項７】
　少なくとも２つのカプセルを含み、前記少なくとも２つのカプセルは異なる香味料を含
むことを特徴とする請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項８】
　前記シガレットの前記外面上に配置され、かつ、前記シガレットが前記シガレット・パ
ッケージから取り出されたときに、カラーと前記カプセルの接触により前記カプセルを破
壊するように適合されたカラーをさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物
品。
【請求項９】
　前記シガレットの前記外面上に配置され、かつ、前記シガレットが前記シガレット・パ
ッケージから取り出されたとき、紙の折り曲げ部を開くことにより前記カプセルを破壊す
るように適合された紙の折り曲げ部を含むラッチ・システムをさらに含むことを特徴とす
る、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項１０】
　前記チップ材料をさらに含み、前記カプセルは、プラグ・ラップの外面と前記チップ材
料の内面との間に配置されることを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項１１】
　前記カプセルは、前記チップ材料の折り曲げ部の下に配置されることを特徴とする、請
求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１２】
　前記チップ材料の前記折り曲げ部は単一の折り曲げ部であることを特徴とする、請求項
１１に記載の喫煙物品。
【請求項１３】
　前記チップ材料は、少なくとも１つのカプセルを受けるように適合された凹部をさらに
含み、機械力を加えることにより前記カプセルが破壊され、前記香味料を放出することを
特徴とする、請求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１４】
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　シガレット・パッケージと、
　前記シガレット・パッケージ内の、請求項１に記載の少なくとも１つの喫煙物品と、
を含み、
　香味料を含む前記少なくとも１つのカプセルは、前記少なくとも１つの喫煙物品が前記
シガレット・パッケージから取り出されたときに前記少なくとも１つのカプセルが破壊さ
れるように、前記喫煙物品の外面上に配置されることを特徴とする香味料送出システム。
【請求項１５】
　薬剤により主流煙を処理する方法であって、
　請求項１に記載の喫煙物品を準備するステップと、
　カプセル化された形態の前記薬剤を破壊することにより、前記薬剤を放出するステップ
と、
　前記放出された薬剤を、通気穴を通して引き込むことにより、前記主流煙を前記薬剤と
接触させるステップと、
を含むことを特徴とする方法。

【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　喫煙物品、特にシガレットは、一般に、紙の包装材に囲まれた刻みタバコ（通常、カッ
ト・フィラーの形態の）のタバコ・ロッドと、タバコ・ロッドと端と端が接した状態で位
置合わせされた円筒形フィルタとを含む。フィルタは、チップ・ペーパー（ｔｉｐｐｉｎ
ｇ　ｐａｐｅｒ）によりタバコ・ロッドに取り付けられたセルロースアセテートのトウ（
ｔｏｗ）のプラグを含むことが好ましい。主流煙の通気は、フィルタに沿った位置の周り
の穿孔部の列により実現される。
【０００２】
　シガレットのパッケージは、予め選択されたシガレットの束を収容し、シガレットを機
械的及び環境的損傷から保護する機能を果たす。さらに、パッケージは、空気に曝される
ことにより低下する、シガレットの新鮮さを保護する。
【０００３】
　シガレットのパッケージは、好ましくは、上部パネルを破って開けるいわゆるソフト・
パッケージの紙製のもの、及び、好ましくは一体的な開閉自在の蓋を含むいわゆるハード
パッケージの厚紙製のものである。両方のタイプのパッケージは、好ましくは、シガレッ
トの束の周りに巻き付けられた箔又は箔の積層体と、典型的にはポリプロピレンである、
外側が密封されたプラスチック・フィルムの包装材とを含む。箔の束用の包み及び外装材
は、パッケージされたシガレットの新鮮さの維持を助ける。
【０００４】
　カプセル化は、芯材料を第２の材料（カプセル化材料）又はカプセル内に取り込むプロ
セスである。芳香及び香味料は、様々なサイズのカプセル内にカプセル化し、機械的力又
は他の力によりカプセルが破壊されるまで香味料が保存され得る。カプセル内に芳香及び
香味料を保存することにより、香味料が放出されたときに、香味料が、最初にカプセル化
されたときと同じように常に強いものであることが保証される。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明によると、タバコ・ロッドと、通気穴を含むフィルタとを含むシガレットと、シ
ガレットの外面上に配置された、香味料を含む少なくとも１つのカプセルとを含む喫煙物
品が提供される。香味料は、カプセルの破壊時に放出され、カプセルは、放出された香味
料が通気穴を通ってシガレット内に引き込み可能になるように配置される。
【０００６】
　本発明によると、シガレット・パッケージと、シガレット・パッケージ内の、本発明に
よる少なくとも１つの喫煙物品とを含み、香味料を含む少なくとも１つのカプセルは喫煙
物品の外面上に配置され、少なくとも１つの喫煙物品がシガレット・パッケージから取り
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出されたときに少なくとも１つのカプセルが破壊される、香味料送出システムがさらに提
供される。
【０００７】
　本発明は、本発明による喫煙物品を準備するステップと、カプセル化された形態の薬剤
を破壊することにより、薬剤を放出するステップと、通気穴を通して放出された薬剤を引
き込むことによって、主流煙を薬剤と接触させるステップとを含む、薬剤により主流煙を
処理する方法をさらに提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】シガレットの斜視図である。
【図２】香味料送出システムを有する図１のシガレットの斜視図である。
【図３】香味料を放出するように適合されたカラーを有するシガレットの断面図である。
【図４】香味料を放出するように適合されたラッチ・システムを有するシガレットの断面
図である。
【図５】シガレット・パッケージの斜視図である。
【図６】シガレット・パッケージの斜視図である。
【図７】シガレットのための香味料送出システムのシガレット・ホルダの斜視図である。
【図８】シガレットのための香味料送出システムの断面図である。
【図９】図８のシガレットのための香味料送出システムの断面図である。
【図１０】シガレットのための香味料送出システムの断面図である。
【図１１】シガレットのための香味料送出システムのさらに別の実施形態の断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１に示されるように、シガレット１０は、取り囲んでいる包装材料３０内に収容され
た、タバコのカット・フィラーのような喫煙可能材料２２のロッド２０を含む。ロッド２
０は、典型的には「タバコ・ロッド」と呼ばれ、着火端１２と、フィルタ４０がタバコ・
ロッド２０に取り付けられた吸い口端とを有する。
【００１０】
　フィルタ４０は、通常、プラグ・ラップ（ｐｌｕｇ　ｗｒａｐ）に取り囲まれたフィル
タ材料４２（例えば、澱粉ベース、ポリプロピレン、又は可塑化セルロースアセテートの
トウ）を含む。フィルタ材料４２は、集合ウェブの形態（例えば、ポリプロピレン・ウェ
ブ、ポリエステル・ウェブ、セルロース又は澱粉ベースのウェブ）有することもできる。
必要に応じて、フィルタ材料４２は、少なくとも１つのキャビティ、スリーブ、吸収剤、
そこを通って長手方向に又は部分的に延びる通路又は溝（図示せず）を有することができ
る。プラグ・ラップは、随意的に、炭質材料を組み込むことができる。プラグ・ラップは
、フィルタ４０の全長を取り囲むことができる。
【００１１】
　フィルタ４０は、フィルタ４０及びタバコ・ロッド２０の隣接領域を取り囲むチップ・
ペーパー５０により、タバコ・ロッド２０に取り付けられる。チップ・ペーパー５０は、
典型的には、紙ウェブ（ｐａｐｅｒ　ｗｅｂ）で構成されるが、いずれの好適な材料を用
いることもできる。通気又は空気希釈喫煙物品には、チップ・ペーパー５０、随意的には
プラグ・ラップを通って延びる一連の通気穴又は穿孔部５２といった空気希釈手段が設け
られる。
【００１２】
　図１に示されるように、シガレット１０はまた、通気穴５２に隣接する位置に少なくと
も１つの香味料６０も含み、香味料６０を空気と共に、チップ・ペーパー５０の通気穴５
２を通して、シガレット１０の中に引き込むことができる。香味料６０を、通気穴５２と
、シガレット１０の口側（頬側）端１４との間に配置することにより、シガレット１０の
喫煙中に香味料が燃焼することも、加熱することもないことを理解することができる。さ
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らに、シガレット１０の喫煙中、香味料６０の化学的性質の変化はほとんどないか、全く
ない。
【００１３】
　図２は、シガレット１０の外面１６上に配置された複数のカプセル６２（例えば、連続
フィルム又は不連続フィルムの形態のマイクロビーズ）を有するシガレット１０を示す。
複数のカプセル６２は、接着フィルム又は他の好適な材料若しくは組成物を介して、シガ
レット１０に取り付けることができる。複数のカプセル６２は、図２に示されるように、
シガレット１０の外面１６に取り付けることができ、又は、紙のカラー８０上（図３）、
ラッチ・システム上（図４）、グリッド・システム（図７）又はいずれか他の好適な構成
上の個々のシガレット１０に密接に取り付けることができ、ここでは、シガレット１０を
シガレット・パッケージ１００から取り出すことによって、香味料６０が放出される。好
ましくは、摩擦接触の形態の運動エネルギーにより、カプセル６２の構成が破壊又は改変
され、香味料６０が放出される。
【００１４】
　カプセル６２は、外側シェル（例えば、カプセル化材料層）６４内にカプセル化された
香味料６０を含む。カプセル６２の外側シェル６４の組成は、パラフィン、ポリビニルア
ルコール、ビニルアセテートとアルギンの混合物、又はいずれか他の好適な材料とするこ
とができる。カプセル６２を製造するための多数のプロセスが存在することを理解するこ
とができる。従って、カプセル６２は、様々なサイズ及び形状、運動力に対する異なる抵
抗を含むことができ、かつ、代替的なカプセル組成及びカプセル成分を含むことができる
。
【００１５】
　カプセル６０の直径は、約１０ミクロンから約２，５００ミクロンまで変化することが
でき、マイクロカプセルの直径サイズは、直径約５ミクロンから約８０ミクロンまでの範
囲に及ぶ。さらに、破壊力は、外側シェル６４の組成に応じて、約１５グラムから約１２
００グラムまで変化することができる。
【００１６】
　カプセル６２は、メントール、ペパーミント、ココナッツ、炒った芳香及び／又はトー
ストした芳香といった、最適な芳香とすることができる香味料６０を含む。しかしながら
、本技術の特定の基本的要件を満たす限り、ほとんど全ての香味料油又は組成をカプセル
化することができる。さらに、各カプセル内の香味料６０の濃度は、所望量の香味料６０
を与えるように調整又は修正することができる。従って、各カプセル６２内の香味料の濃
度は、同じであってもよく、又は所望の芳香に応じて異なってもよい。
【００１７】
　図２に示されるように、各シガレット１０は、シガレット１０を囲む複数のカプセル６
２を含むことができる。カプセル６２の各々が同じ香味料６０を含むことができ、又は代
替的に、カプセル６２の各々が異なる香味料６０を含むこともできる。さらに、各カプセ
ル６２は、所望の芳香に応じて、様々な量の香味料６０を含むことができる。複数のカプ
セル６２内の香味料６０を変化させることにより、カプセル６２の外側シェル６４を破壊
したときに、いずれの所望の芳香又は香味料も得ることができることを理解することがで
きる。
【００１８】
　カプセル６２は、好ましくは、シガレット・パッケージ（図５及び図６）内の個々のシ
ガレット１０の各々がシガレット・パッケージ１００から取り出されたとき、運動エネル
ギーにより香味料６０を放出する。カラー８０（図３）を通してシガレット１０の外面１
６との間の摩擦により発生する機械力により、ラッチ・システム（図４）又はグリッド・
システム７０（図７）が、カプセル６２を破壊又は改変し、香味料６０がカプセル６２の
環境から、通気穴５２の近傍の雰囲気中に放出されるようにする。
【００１９】
　図３は、カラー８０を有するシガレット１０の断面図を示す。カラー８０は、チップ・
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ペーパー５０の周りに配置される。カラー８０は、チップ・ペーパー５０の周りに配置さ
れた環又は丸いフランジとすることができる。カラー８０は、好ましくは、紙のような材
料で作製されるが、いずれの好適な材料を用いることもできる。
【００２０】
　図３に示されるように、複数の香味料カプセル６２が、カラー８０と通気穴５２との間
に配置される。好ましくは、複数のカプセル６２が、シガレット１０の通気穴５２の口側
端１４上に配置される。カプセル６２は、単一列に配置することができ、又は、図３に示
されるように、互いに積層することができる。カプセル６２は、単一列のカプセル６２、
又は単一層若しくは多層のカプセル６２を有する複数列のカプセル６２を含む、いずれの
数の構成で配置できることを理解することができる。
【００２１】
　シガレット１０がパッケージ１００（図５）から取り出されると、カラー８０がカプセ
ル６２を破壊し、香味料６０が、カプセル６２の環境から通気穴５２の近傍の雰囲気中に
放出されるようにする。
【００２２】
　図４は、香味料放出ラッチ・システム９０を有するシガレット１０の断面図を示す。図
４に示されるように、シガレット１０は、チップ・ペーパー５０の通気穴５２に隣接して
配置された紙の折り曲げ部９２を有するラッチ・システム９０を含む。紙の折り曲げ部９
２は、通気穴５２の近傍からシガレット１０の口側端１４に向かって延びる。紙の折り曲
げ部９２は、好ましくは、通気穴５２の近傍の第１の端９４に取り付けられ、自由端９６
が、シガレットの口側端１４に向かって延びている。少なくとも１つのカプセル６２が、
紙の折り曲げ部９２の第１の端９４上又はその付近に配置される。シガレット１０がシガ
レット・パッケージ１００から取り出されると、紙の折り曲げ部９２は、第１の位置９１
から第２の位置９３に移動し、ここで、紙の折り曲げ部９２を動かすこと又は開くことに
よって、カプセル６２が破壊又は破断し、香味料６０を放出する。
【００２３】
　図５は、シガレット・パッケージ１００の斜視図を示す。シガレット・パッケージ１０
０（ソフト・パッケージ）は、外箱１１０と、外箱１１０内に挿入されたシガレット１０
の束（図示せず）とを含む。代替的に、シガレット・パッケージ１００は、好ましくは、
外箱１１０と、内側フレームと、シガレット１０の束とを含む、図６に示されるようなヒ
ンジ式蓋箱のシガレット・パッケージとすることができる。ヒンジ式蓋箱は、好ましくは
、ヒンジ式蓋１１４を含む。ヒンジ式蓋１１４は、ヒンジ式裏パネル（図６に示されるよ
うな）により正面から、又は、ヒンジ式左パネル又は右パネルにより側面から開けること
ができる。シガレット１０の束は、好ましくは、箔の束用ラップで包装される。
【００２４】
　図７は、シガレット・パッケージ１００の外箱１１０内に嵌まるように適合されたグリ
ッド・システム１３０の斜視図である。グリッド・システム１３０は、好ましくは、プラ
スチック、紙、又は他の好適な材料で構成される。グリッド・システム１３０は、シガレ
ット１００がシガレット・パッケージ１００から取り出されたときにカプセル６２を破壊
するように適合された、カラー、ラッチ、又は他の好適な装置などの複数の機械要素１３
４をさらに含む。機械要素１３４は、個々のシガレット１０が取り出されるときに、機械
力を複数のカプセル６２に加え、これによりカプセル６２が破壊され、香味料６０を放出
する。
【００２５】
　図８及び図９は、シガレット１０の香味料システムの別の実施形態の断面図を示す。図
８及び図９に示されるように、シガレット１０は、タバコ・ロッド２０と、シガレット用
包装材３０と、フィルタ４０と、チップ・ペーパー５０とを含む。チップ・ペーパー５０
は、内層５１と外層５３とを含む。外層５３は、シガレット１０の口側端１４から、チッ
プ・ペーパー５０の内層５１内に配置された通気穴５２の近傍まで延びる。通気穴５２付
近のチップ・ペーパー５０の外層５３は、傾斜した縁部５５（例えば、チップ・ペーパー
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５０の折り曲げ部）をさらに含む。傾斜縁部５５は、１つ又はそれ以上の香味料カプセル
６２を受けるように構成される。香味料カプセル６２は、内層５１の外面と外層５３の内
面との間に配置される（例えば、マイクロビーズ／マイクロカプセルが、折り曲げられた
チップ・ペーパーの接面の少なくとも一方上に配置される）。シガレット１０がシガレッ
ト・パッケージ１００から取り出されると、パッケージ１００から又はシガレットを取り
出す作用による機械力によって、カプセル６２が破壊され、香味料６０を放出する（例え
ば、折り曲げられたチップ・ペーパーを開くと、マイクロビーズ／マイクロカプセルが破
壊し、香味料の揮発性成分が周囲空気中に放出される）。カプセル６２は、喫煙者のシガ
レット１０の取り扱いにより破壊できることも理解することができる。
【００２６】
　図１０は、シガレット１０のための香味料システムの更に別の実施形態の断面図を示す
。図１０に示されるように、シガレット１０のチップ・ペーパー５０は、内層５１と外層
５３とを含む。内層５１は、少なくとも１つの香味料カプセル６２を受けるように適合さ
れた凹部５７を含む。凹部５７は、好ましくは、チップ・ペーパー５０の内層５１の通気
穴５２とシガレット１０の口側端１４との間に配置される。凹部５７は、カプセル６２を
受け、このカプセル６２は、シガレット１０をシガレット・パッケージ１００から取り出
す際に、いずれかの好適な運動力又は機械力により破壊することができ、又は代替的に、
シガレット１０に着火する前又はシガレット１０に着火した後、通気穴５２と口側端１４
との間においてシガレット１０に力を加えることにより、喫煙者により破壊することがで
きる。
【００２７】
　図１１は、香味料送出システムを有するシガレット１０の更に別の実施形態を示す。シ
ガレットは、タバコ・ロッド２０と、シガレット用包装材３０と、フィルタ４０と、チッ
プ・ペーパー５０とを含む。少なくとも１つの香味料カプセル６２を、フィルタ４０のプ
ラグ・ラップの外面４１とチップ・ペーパー５０の内面５９との間に配置することができ
る。香味料カプセル６２は、好ましくは、チップ・ペーパー５０の通気穴５２とシガレッ
ト１０の口側端１４との間に配置される。カプセル６２は、シガレットをシガレット・パ
ッケージ１００から取り出す際に、又は、シガレット１０を着火する前又はシガレット１
０を着火した後のシガレット１０の取り扱いにより、破壊することができる。
【符号の説明】
【００２８】
１０：シガレット
１２：着火端
１４：口側端
１６：シガレットの外面
２０：タバコ・ロッド
２２：喫煙可能材料
３０：包装材料
４０：フィルタ
４２：フィルタ材料
５０：チップ・ペーパー
５１：内層
５２：通気穴
５３：外層
５５：傾斜縁部
５７：凹部
６０：香味料
６２：カプセル
６４：外側シェル
８０：カラー
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９０：香味料放出ラッチ・システム
９１：第１の位置
９２：紙の折り曲げ部
９３：第２の位置
９４：通気穴の第１の端
１００：シガレット・パッケージ
１１０：外箱
１１４：ヒンジ式蓋
１３０：グリッド・システム

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月30日(2012.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙物品であって、
　タバコ・ロッドと、通気穴を含むフィルタと、
　カプセルの破壊時に放出される、香味料を含む少なくとも１つのカプセルと、
を含み、
　前記カプセルは、前記放出された香味料が前記通気穴を通って前記喫煙物品内に引き込
み可能になるように前記喫煙物品の外面上に配置され、かつ、前記喫煙物品がパッケージ
から取り出されたときに破壊されることを特徴とする喫煙物品。
【請求項２】
　前記喫煙物品の前記外面の周りに配置された複数のカプセルを収容するフィルムを含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　前記カプセルは、前記喫煙物品の口側端上に配置されたチップ材料内の複数の通気穴に
隣接していることを特徴とする、請求項１～請求項２のいずれかに記載の喫煙物品。
【請求項４】
　前記香味料は、前記複数の通気穴と前記喫煙物品の前記口側端との間に配置されること
を特徴とする、請求項３に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　少なくとも２つのカプセルに含み、前記少なくとも２つのカプセルは同じ香味料を含む
ことを特徴とする、請求項１～請求項４のいずれかに記載の喫煙物品。
【請求項６】
　少なくとも２つのカプセルを含み、前記少なくとも２つのカプセルは異なる香味料を含
むことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の喫煙物品。
【請求項７】
　前記喫煙物品の前記外面上に配置され、かつ、前記喫煙物品が前記パッケージから取り
出されたときに、カラーと前記カプセルとの接触により前記カプセルを破壊するように適
合されたカラーをさらに含むことを特徴とする、請求項１～請求項６のいずれかに記載の
喫煙物品。
【請求項８】
　前記喫煙物品の前記外面上に配置され、かつ、前記喫煙物品が前記パッケージから取り
出されたときに、紙の折り曲げ部を開くことにより前記カプセルを破壊するように適合さ
れた紙の折り曲げ部を含むラッチ・システムをさらに含むことを特徴とする、請求項１～
請求項７のいずれかに記載の喫煙物品。
【請求項９】
　チップ材料をさらに含み、前記カプセルは、プラグ・ラップの外面と前記チップ材料の
内面との間に配置されることを特徴とする、請求項１～請求項８のいずれかに記載の喫煙
物品。
【請求項１０】
　前記カプセルは、前記チップ材料の折り曲げ部の下に配置されることを特徴とする、請
求項９に記載の喫煙物品。
【請求項１１】
　前記チップ材料の前記折り曲げ部は単一の折り曲げ部であることを特徴とする、請求項
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１０に記載の喫煙物品。
【請求項１２】
　前記チップ材料は、少なくとも１つのカプセルを受けるように適合された凹部をさらに
含み、機械力を加えることにより前記カプセルが破壊され、前記香味料を放出することを
特徴とする、請求項９に記載の喫煙物品。
【請求項１３】
　パッケージと、
　前記パッケージ内の、請求項１～請求項１２のいずれかに記載の少なくとも１つの喫煙
物品と、
を含むことを特徴とする香味料送出システム。
【請求項１４】
　香味料により主流煙を処理する方法であって、
　請求項１～請求項１２のいずれかに記載の喫煙物品を準備するステップと、
　カプセル化された形態の前記香味料を破壊することにより、前記薬剤を放出するステッ
プと、
　前記放出された薬剤を、通気穴を通して引き込むことにより、前記主流煙を前記香味料
と接触させるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
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